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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年6月13日(2019.6.13)

【公表番号】特表2018-515513(P2018-515513A)
【公表日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2018-022
【出願番号】特願2017-558542(P2017-558542)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/573    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   31/573    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月9日(2019.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ３８に特異的な抗体において、多発性骨髄腫の処置に用いられる配列ＧＦＴＦＳＳ
ＹＹＭＮ（配列番号１）またはＳＹＹＭＮ（配列番号２）のＨＣＤＲ１領域、配列ＧＩＳ
ＧＤＰＳＮＴＹＹＡＤＳＶＫＧ（配列番号３）のＨＣＤＲ２領域、配列ＤＬＰＬＶＹＴＧ
ＦＡＹ（配列番号４）のＨＣＤＲ３、配列ＳＧＤＮＬＲＨＹＹＶＹ（配列番号５）のＬＣ
ＤＲ１領域、配列ＧＤＳＫＲＰＳ（配列番号６）のＬＣＤＲ２領域、および配列ＱＴＹＴ
ＧＧＡＳＬ（配列番号７）のＬＣＤＲ３領域を含み、８ｍｇ／ｋｇ以上の用量にて、少な
くとも８週にわたって、週１回（ｑ１ｗ）投与されることを特徴とする抗体。
【請求項２】
　請求項１に記載の抗体において、１６ｍｇ／ｋｇ以上の用量にて投与されることを特徴
とする抗体。
【請求項３】
　請求項１乃至２の何れか１項に記載の抗体において、静脈内に投与されることを特徴と
する抗体。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の抗体において、２時間にわたって、静脈内に投与
されることを特徴とする抗体。
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【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の抗体において、配列

の可変重鎖、および配列

の可変軽鎖を含むことを特徴とする抗体。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の抗体において、ＩｇＧ１　Ｆｃ領域を含むことを
特徴とする抗体。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の抗体において、デキサメタゾンと組み合わせて投
与されることを特徴とする抗体。
【請求項８】
　請求項７に記載の抗体において、デキサメタゾンと組み合わせて投与され、デキサメタ
ゾンは、週１回（ｑ１Ｗ）、２０ｍｇまたは４０ｍｇにて投薬されることを特徴とする、
抗体。
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